G enkiLife

Fma: FGF-22 0¥ ¥R/ 0—F s
H 42045 &ES: APRab10932

RRER D H

=

L

BE

SR
RISt
1

{E8H
TA4VE4T
sn—-if
e

w_E

=

F5H

FIREE
pFE

nIRTEE

BzFE
Rl&
B{zFID
SwissProt ID
RER

A6
B5T

D9 ¥R S 0—F Ik

SEE

WB,IHC,ICC/IF,ELISA

Eb ¥UX Ty b

IEHIR

HKEIE

I9G

RUsn—+i

N

Tmg/ml

7Ua—bL. 200CTRIFL T ESW (12 7 BBER) . RE/REY A 7L EBTF T ES
AR

e

50% &) O—JL, 0.5% (FE5 > /o E, 0.02% Hi% 1 THEEI N £&¢ PBS &,
TI4 =T 4T

WB 1:500-1:2000,IHC 1:100-1:300,ICC/IF 1:200-1:1000,ELISA 1:20000-1:40000

20kDa

FGF22

FGF22; Fibroblast growth factor 22; FGF-22
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、線維芽細胞増殖因子（FGF）ファミリーのメンバーです。FGFファミリーのメンバーは、広範な細胞分裂促進作用および細胞生存活性を有し、胚発生、細胞増殖、形態形成、組織修復、腫瘍の増殖および浸潤など、様々な生物学的プロセスに関与しています。この遺伝子のマウスホモログは、毛包の内毛根鞘で優先的に発現することが示されており、毛髪の発達に関与していることが示唆されています。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生成されます。[RefSeq提供、2014年7月],機能：毛髪の発達に関与している可能性があります。,類似性：ヘパリン結合増殖因子ファミリーに属します。,サブユニット：FGFBP1と相互作用します。,
	研究分野
	MAPK_ERK_Growth;MAPK_G_Protein;アクチンと細胞骨格を制御;がんの経路;黒色腫;
	画像データ
	

	FGF22抗体を用いたMCF7細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	FGF22抗体を用いたパラフィン包埋ヒト卵巣組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像。
	

	FGF22抗体を用いたJurkat細胞およびHT-29細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：1000に希釈したFGF-22ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析

